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会
員
作
品
展

　
今
年
も
会
員
作
品
展
を
十
月
十
五
日

（
木
）か
ら
二
十
一
日（
水
）ま
で
の
七
日

間
、
長
府
庭
園
・
三
の
蔵
で
開
催
し
ま
す
。

　
作
品
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、
入
園
料

が
別
途
必
要
で
す
。

入
園
料
　

　
大
人
二
百
十
円（
高
校
生
以
上
）

　
子
供
　
　
百
円（
中
学
生
ま
で
）

　
下
関
市
内
及
び
北
九
州
市
内
在
住
で
六

十
五
歳
以
上
の
方
は
百
円
で
す
。

（
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
提
示

下
さ
い
）

入
園
時
間
　
九
時
〜
十
六
時
三
十
分

歩
こ
う
会
の
お
花
見

　
四
月
八
日（
水
）、
日
和
山
公
園
に
お
い

て
歩
こ
う
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
花
見
を

行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
満
開
の
桜
の
も
と
、
春
ら
し
い

陽
気
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
思

い
思
い
に
花
を
眺
め
な
が
ら
、
和
や
か
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
桜

に
囲
ま
れ
た
中
、
会
話
も
弾
み
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
歩
こ
う
会
で
は
新
規
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

同
好
会
だ
よ
り

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
同
士
の
交
流

や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
活
動

と
し
て
、
同
好
会
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

自
で
午
後
四
時
ま
で
に
作
品
の
搬
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

清
掃
奉
仕
活
動
の
お
知
ら
せ

　
山
陽
地
域
第
四
地
区
・
同
好
会
歩
こ
う

会
共
催
で
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
同
好
会
未
加
入
、
他
の
地
域
の
会
員
か

ら
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

実
施
日
　
十
月
二
十
五
日（
日
）

集
合
時
間
　
午
前
九
時
　

集
合
場
所
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
長
府
店
駐
車
場

奉
仕
活
動
の
範
囲

　
　
長
府
才
川
〜
乃
木
浜
総
合
公
園

　
　
乃
木
浜
総
合
公
園
で
解
散

参
加
締
切
　
十
月
十
九
日（
月
）

申
込
先

同
好
会
歩
こ
う
会
　
会
長
　
岡
村
喜
代
志

電
話
　
０
九
０

－

一
一
八
四

－

六
一
四
一

（
同
好
会
・
他
の
地
域
か
ら
の
ご
参
加
は
、

岡
村
会
長
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

山
陽
地
域
第
四
地
区
長
　
　
村
上
　
博
司

電
話
　
二
四
八

－

〇
一
七
一

営
農
部
　農
作
業
体
験
活
動

　
同
好
会
営
農
部
で
は
、
生
野
き
ら
き
ら

地
域
食
堂
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、農
作
業
体
験
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
四
日（
日
）に
は
、
玉
ね
ぎ
及

び
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
協
力
し
な
が
ら
作
業
に
取
り
組

み
、収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
六
月
十
四
日（
日
）に
は
、
さ
つ

ま
い
も
・
里
芋
の
苗
植
え
を
行
う
と
と
も

に
、
ピ
ー
マ
ン
・
ら
っ
き
ょ
う
・
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
収
穫
体
験
も
実
施
し
ま
し
た
。
土

に
触
れ
な
が
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
自
然

の
恵
み
を
感
じ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、

参
加
者
同
士
の
交
流
も
一
層
深
ま
り
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日和山公園にてお花見

昨年の清掃奉仕活動の様子

5月24日玉ねぎ・ジャガイモ収穫体験

展
示
作
品
の
募
集

　
書
、
絵
画（
日
本
画
、
水
墨
画
、
油
絵
）

手
工
芸
、
写
真
、
表
装
、
陶
芸
・
そ
の
他

作
品
の
展
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

　

　
十
月
十
四
日（
水
）

　
申
込
先
は
、
普
及
啓
発
推
進
委
員
長
　

岡
村
喜
代
志（
〇
九
〇

－

一
一
八
四

－

六

一
四
一
）ま
で
、
た
だ
し
同
好
会
の
方
は
、

各
部
会
長
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

　
十
月
十
四
日（
水
）午
前
九
時
三
十
分
ま

で
に
長
府
庭
園
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

作
品
の
搬
出

　
十
月
二
十
二
日（
木
）午
前
九
時
三
十
分

か
ら
作
業
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
必
ず
各

　
今
年
も
会
員
作
品
展
を
十
月
二
日

（
木
）か
ら
八
日（
水
）ま
で
の
七
日
間
、
長

府
庭
園
・
三
の
蔵
で
開
催
し
ま
す
。

　
作
品
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、
入
園
料

が
別
途
必
要
で
す
。

入
園
料
　

　
大
　
人
　
二
百
十
円（
高
校
生
以
上
）

　
子
　
供
　
　
　
百
円（
中
学
生
ま
で
）

　
下
関
市
内
及
び
北
九
州
市
内
在
住
で

六十
五
歳
以
上
の
方
は
百
円
で
す
。

（
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
提
示

下
さ
い
）

入
園
時
間
　
九
時
〜
十
六
時
三
十
分

8



小野理事長あいさつ

　令
和
八
年
度
定
時
総
会
を
五
月
二
十
九

日（
金
）十
三
時
よ
り
、
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ

ス「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
間
」に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　総
会
は
、
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
参

加
者
全
員
で
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
を
捧

げ
た
後
、
小
野
理
事
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
役
員
表
彰
お
よ
び
在

籍
二
十
年
・
十
五
年
・
十
年
功
労
会
員
表

彰
を
実
施
し
ま
し
た
。

　来
賓
と
し
て
下
関
市
長 

前
田
晋
太
郎

様（
代
理
：
下
関
市
産
業
振
興
部
長 

水
野

直
様
）、
下
関
市
議
会
議
長 

林
真
一
郎
様

（
代
理
：
下
関
市
議
会
副
議
長 

江
村
卓
三

様
）よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　式
典
終
了
後
、
報
告
事
項
お
よ
び
議
案

審
議
に
移
り
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
、
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

報
告
第
一
号

令
和
七
年
度
収
支
予
算
一
部
補
正
報
告

の
件

報
告
第
二
号

令
和
八
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

報
告
第
三
号

令
和
八
年
度
収
支
予
算
等
報
告
の
件

報
告
第
四
号

配
分
金
規
約
一
部
改
正
の
報
告
の
件

議
案
審
議

第
一
号
議
案

令
和
七
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

令
和
七
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

　
　長
岡
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
両

議
案
の
説
明
後
、
監
査
に
あ
た
っ
た
田

口
監
事
か
ら
適
正
か
つ
正
確
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
、
そ

の
後
、
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
両
議
案
は
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

　会
費
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　長
岡
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
議

案
の
説
明
後
、
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
号
議
案

　役
員
選
任
の
件

　
　理
事
長
よ
り
説
明
の
後
、
議
長
か
ら

候
補
者
一
人
ひ
と
り
に
可
否
を
諮
っ
た

と
こ
ろ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、全
候
補

者
が
理
事
・
監
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
八
年
度
定
時
総
会

令
和
八
年
度
定
時
総
会

　令
和
八
年
度
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

報
告
事
項
・
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
回

開
催
日

　令
和
八
年
四
月
二
十
四
日（
金
）

報
告
事
項

安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
報
告

令
和
六
年（
ハ
）第
二
一
九
号
損
害
賠
償

請
求
事
件
の
経
過
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

　

令
和
七
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

　

令
和
七
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

第
三
号
議
案

　

　役
員
候
補
者
選
任
の
件

第
四
号
議
案

令
和
八
年
度
定
時
総
会
に
お
け
る
表
彰

候
補
者
の
件

第
五
号
議
案

　

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
理
事
会
後
二
十
七
名
の
入
会
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回

開
催
日

　令
和
八
年
五
月
二
十
九
日（
金
）

審
　議

第
一
号
議
案

　

理
事
長
及
び
副
理
事
長
並
び
に
常
務
理

事
選
定
の
件

第
二
号
議
案

　

理
事
の
報
酬
額
決
定
の
承
認
の
件

第
三
号
議
案

　

事
務
局
長
選
任
の
件

第
三
回

開
催
日

　令
和
八
年
六
月
十
二
日（
金
）

報
告
事
項

事
業
実
績
の
報
告

予
算
執
行
状
況
の
報
告

理
事
会
報
告

新
旧
役
員
紹
介

役員表彰
代表者　増冨　直　理事

在籍二十年功労会員表彰
代表者　本繁　美人　会員

在籍十五年功労会員表彰
代表者　陰山　幸造　会員

在籍十年功労会員表彰
代表者　岡村　喜代志　会員

議
案
審
議

第
一
号
議
案

　

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
理
事
会
後
二
十
名
の
入
会
が
承
認

さ
れ
ま
し
た

第
二
号
議
案

　

令
和
六
年（
ハ
）第
二
一
九
号
損
害
賠
償

請
求
事
件
の
件

そ
の
他

　各
専
門
委
員
会
の
担
当
に
つ
い
て

総
務
運
営
委
員
会

　増
冨

　直
委
員
長

　生
田

　都
委
員

　長
岡
常
稔
委
員

事
業
推
進
委
員
会

　柴
田
栄
二
委
員
長

　辻
野
光
江
委
員

　戸
上
悦
子
委
員

　

　長
岡
常
稔
委
員

　山
岡
佳
代
委
員

　

安
全
管
理
委
員
会

　三
宅

　寛
委
員
長

　吉
岡
久
章
副
委
員
長

　井
上
芳
信
委
員

　庄
山
一
俊
委
員

　長
岡
常
稔
委
員

　松
田

　宝
委
員

広
報
紙
編
集
委
員
会

　三
宅

　寛
委
員
長

　

　有
川
年
雄
委
員

　
　井
上
一
雄
委
員

　弘
中
チ
ド
リ
委
員

　藤
田
善
昭
委
員

　

村
尾

　寛
委
員

　

普
及
啓
発
推
進
委
員
会

　岡
村
喜
代
志
委
員
長

　弘
中
チ
ド
リ
副
委
員
長

　辻
野
光
江
委
員

　藤
田
善
昭
委
員

　

　三
宅

　寛
委
員

　諸
井
裕
子
委
員

就
業
調
整
委
員
会

　柴
田
事
業
推
進
委
員
長

　増
冨
総
務
運
営
委
員
長

　三
宅
安
全
管
理
委
員
長

各
委
員
会
の
委
員
紹
介（
五
十
音
順
）

新
任
役
員
（
整
列
順
）

西
川
ひ
と
み

 
監
事

山
岡

　佳
代

 
理
事

水
野

　
　直

 
理
事

井
上

　芳
信

 
理
事

退
任
理
事
（
整
列
順
）

森

　
　
　博

 
理
事

野
上

　寿
生

 
理
事

重
任
役
員
（
整
列
順
）

田
口

　幸
司

 
監
事

吉
岡

　久
章

 
理
事

三
宅

　
　寛

 
理
事

増
冨

　
　直

 
理
事

長
岡

　常
稔

 
理
事

戸
上

　悦
子

 
理
事

辻
野

　光
江

 
理
事

柴
田

　栄
二

 
理
事

河
﨑

　耕
治

 
理
事

小
野

　雅
弘

 
理
事

生
田

　
　都

 
理
事

23



小野理事長あいさつ

　令
和
八
年
度
定
時
総
会
を
五
月
二
十
九

日（
金
）十
三
時
よ
り
、
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ

ス「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
間
」に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　総
会
は
、
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
参

加
者
全
員
で
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
を
捧

げ
た
後
、
小
野
理
事
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
役
員
表
彰
お
よ
び
在

籍
二
十
年
・
十
五
年
・
十
年
功
労
会
員
表

彰
を
実
施
し
ま
し
た
。

　来
賓
と
し
て
下
関
市
長 

前
田
晋
太
郎

様（
代
理
：
下
関
市
産
業
振
興
部
長 

水
野

直
様
）、
下
関
市
議
会
議
長 

林
真
一
郎
様

（
代
理
：
下
関
市
議
会
副
議
長 

江
村
卓
三

様
）よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　式
典
終
了
後
、
報
告
事
項
お
よ
び
議
案

審
議
に
移
り
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
、
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

報
告
第
一
号

令
和
七
年
度
収
支
予
算
一
部
補
正
報
告

の
件

報
告
第
二
号

令
和
八
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

報
告
第
三
号

令
和
八
年
度
収
支
予
算
等
報
告
の
件

報
告
第
四
号

配
分
金
規
約
一
部
改
正
の
報
告
の
件

議
案
審
議

第
一
号
議
案

令
和
七
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

令
和
七
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

　
　長
岡
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
両

議
案
の
説
明
後
、
監
査
に
あ
た
っ
た
田

口
監
事
か
ら
適
正
か
つ
正
確
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
、
そ

の
後
、
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
両
議
案
は
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

　会
費
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　長
岡
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
議

案
の
説
明
後
、
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
号
議
案

　役
員
選
任
の
件

　
　理
事
長
よ
り
説
明
の
後
、
議
長
か
ら

候
補
者
一
人
ひ
と
り
に
可
否
を
諮
っ
た

と
こ
ろ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、全
候
補

者
が
理
事
・
監
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
八
年
度
定
時
総
会

令
和
八
年
度
定
時
総
会

　令
和
八
年
度
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

報
告
事
項
・
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
回

開
催
日

　令
和
八
年
四
月
二
十
四
日（
金
）

報
告
事
項

安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
報
告

令
和
六
年（
ハ
）第
二
一
九
号
損
害
賠
償

請
求
事
件
の
経
過
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

　

令
和
七
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

　

令
和
七
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

第
三
号
議
案

　

　役
員
候
補
者
選
任
の
件

第
四
号
議
案

令
和
八
年
度
定
時
総
会
に
お
け
る
表
彰

候
補
者
の
件

第
五
号
議
案

　

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
理
事
会
後
二
十
七
名
の
入
会
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回

開
催
日

　令
和
八
年
五
月
二
十
九
日（
金
）

審
　議

第
一
号
議
案

　

理
事
長
及
び
副
理
事
長
並
び
に
常
務
理

事
選
定
の
件

第
二
号
議
案

　

理
事
の
報
酬
額
決
定
の
承
認
の
件

第
三
号
議
案

　

事
務
局
長
選
任
の
件

第
三
回

開
催
日

　令
和
八
年
六
月
十
二
日（
金
）

報
告
事
項

事
業
実
績
の
報
告

予
算
執
行
状
況
の
報
告

理
事
会
報
告

新
旧
役
員
紹
介

役員表彰
代表者　増冨　直　理事

在籍二十年功労会員表彰
代表者　本繁　美人　会員

在籍十五年功労会員表彰
代表者　陰山　幸造　会員

在籍十年功労会員表彰
代表者　岡村　喜代志　会員

議
案
審
議

第
一
号
議
案

　

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
理
事
会
後
二
十
名
の
入
会
が
承
認

さ
れ
ま
し
た

第
二
号
議
案

　

令
和
六
年（
ハ
）第
二
一
九
号
損
害
賠
償

請
求
事
件
の
件

そ
の
他

　各
専
門
委
員
会
の
担
当
に
つ
い
て

総
務
運
営
委
員
会

　増
冨

　直
委
員
長

　生
田

　都
委
員

　長
岡
常
稔
委
員

事
業
推
進
委
員
会

　柴
田
栄
二
委
員
長

　辻
野
光
江
委
員

　戸
上
悦
子
委
員

　

　長
岡
常
稔
委
員

　山
岡
佳
代
委
員

　

安
全
管
理
委
員
会

　三
宅

　寛
委
員
長

　吉
岡
久
章
副
委
員
長

　井
上
芳
信
委
員

　庄
山
一
俊
委
員

　長
岡
常
稔
委
員

　松
田

　宝
委
員

広
報
紙
編
集
委
員
会

　三
宅

　寛
委
員
長

　

　有
川
年
雄
委
員

　
　井
上
一
雄
委
員

　弘
中
チ
ド
リ
委
員

　藤
田
善
昭
委
員

　

村
尾

　寛
委
員

　

普
及
啓
発
推
進
委
員
会

　岡
村
喜
代
志
委
員
長

　弘
中
チ
ド
リ
副
委
員
長

　辻
野
光
江
委
員

　藤
田
善
昭
委
員

　

　三
宅

　寛
委
員

　諸
井
裕
子
委
員

就
業
調
整
委
員
会

　柴
田
事
業
推
進
委
員
長

　増
冨
総
務
運
営
委
員
長

　三
宅
安
全
管
理
委
員
長

各
委
員
会
の
委
員
紹
介（
五
十
音
順
）

新
任
役
員
（
整
列
順
）

西
川
ひ
と
み

 
監
事

山
岡

　佳
代

 
理
事

水
野

　
　直

 
理
事

井
上

　芳
信

 
理
事

退
任
理
事
（
整
列
順
）

森

　
　
　博

 
理
事

野
上

　寿
生

 
理
事

重
任
役
員
（
整
列
順
）

田
口

　幸
司

 
監
事

吉
岡

　久
章

 
理
事

三
宅

　
　寛

 
理
事

増
冨

　
　直

 
理
事

長
岡

　常
稔

 
理
事

戸
上

　悦
子

 
理
事

辻
野

　光
江

 
理
事

柴
田

　栄
二

 
理
事

河
﨑

　耕
治

 
理
事

小
野

　雅
弘

 
理
事

生
田

　
　都

 
理
事
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豊
北
地
域　
磯

　部

　健

　三

①
仕
事
が
終
り
、
挨
拶
に
行
っ
て
依
頼
者
か

ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、
又
今

後
も
お
願
い
し
ま
す
と
言
わ
れ
た
時
。

②
私
の
今
の
仕
事
は
、
屋
外
で
の
作
業
が
ほ

と
ん
ど
で
、
草
刈
り
、
枝
切
り
を
し
た
後

「
綺
麗
に
な
っ
た
ね
。」「
ス
ッ
キ
リ
し
た

ね
」と
言
わ
れ
る
と
嬉
し
い
。
そ
う
し
た

言
葉
が
力
に
な
っ
て
い
る
。

③
最
初
の
内
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
慣
れ
る

ま
で
分
か
ら
な
い
事
も
あ
る
が
、
そ
の
時
は

先
輩
方
に
聞
き
確
実
に
仕
事
を
こ
な
し
て

い
く
こ
と
を
心
掛
け
プ
ロ
意
識
を
持
つ
事
。

彦
島
地
域　
國

　廣

　英

　一

①
一
、
友
人
・
知
人
が
出
来
た
事

　
二
、
身
体
を
動
か
せ
、
体
力
の
衰
え
を

徐
々
に
で
は
あ
る
が
防
げ
る
事

　
三
、
会
話
が
増
え
、
楽
し
く
す
ご
せ
る
事
。
特

に
友
人
、
お
客
様
と
の
会
話
が
楽
し
い

②
一
、
何
と
云
っ
て
も
お
客
様（
民
家
）の
お

礼
の
言
葉
！

　
二
、
同
伴
友
人
の
協
力
、
手
助
け
！

③
一
、
健
康
管
理
！（
食
事
を
き
ち
ん
と
）

　
二
、
車
の
運
転
管
理（
特
に
ス
ピ
ー
ド
に
）

　
三
、
時
間
厳
守（
集
合
時
間
等
）

　
四
、
工
道
具
の
自
主
管
理

　
五
、
同
僚
と
の
会
話

の
が
一
番
で
す
。
そ
れ
と
洗
車
の
仕
事
が

好
き
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

長
府
地
域　
宮

　﨑

　純

　男

①
私
に
も
出
来
る
仕
事
は
な
い
も
の
か
、
と

探
し
て
い
た
時
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
見
つ
け
て
シ
ル
バ
ー
と
い
う
言
葉

に
魅
か
れ
て
入
会
し
ま
し
た
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
る
の
で
信
頼
を
失
う
事
の
な
い
様
に

誠
心
誠
意
働
い
て
い
ま
す
。

③
仕
事
を
間
違
え
な
い
様
に
日
常
で
は
感

じ
な
い
緊
張
感
が
刺
激
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
体
力
が
続
く
限
り
仕

事
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
仕

事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

山
陰
地
域　
森

　
　
　
　
　博

①
認
知
症
防
止
、
暇
な
時
間
の
有
効
活
用
。

②
他
人
と
揉
め
事
を
起
こ
さ
ず
、
十
分
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
融
和
に
努

め
る
。

③
様
々
な
未
知
の
世
界
の
実
感
、
認
識
。

豊
浦
地
域　
嶋

　田

　
　
　繁

①
職
種
の
違
っ
た
人
と
会
話
が
出
来
、
色
々

教
わ
り
再
研
磨
道
場
の
様
な
所
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

②
就
労
に
対
し
責
任
と
喜
び
と
、
健
康
に
留

意
し
色
々
な
面
に
お
い
て
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
ま
す
。

③
健
康
に
気
を
付
け
、
無
理
を
せ
ず
、
元
気

で
何
で
も
楽
し
ん
で
働
け
る
こ
と
を
心
が

け
て
下
さ
い
。

山
陰
地
域　
村

　中

　
　
　進

①
仕
事
仲
間
や
そ
の
中
で
友
達
も
出
来
た
し
、

色
々
な
話
が
出
来
て
毎
日
を
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。

②
老
人
保
健
施
設
ア
イ
ユ
ウ
の
皆
さ
ん
が
良

く
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

③
沢
山
の
友
人
が
色
々
な
部
署
で
働
い
て
い

る
の
で
、
誰
に
会
っ
て
も
挨
拶
を
し
っ
か

り
す
る
こ
と
で
す
。

山
陽
地
域　
岡

　村

　喜
代
志

①
妻
が
逝
き
、
空
白
感
の
中
で
ふ
と
世
間
に

恩
返
し
が
出
来
な
い
か
と
考
え
た
ら
、
頭

の
中
に
浮
か
ん
で
き
た
の
が「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
ら
何
か
形
を
変
え

て
出
来
る
だ
ろ
う
」と
思
い
入
会
し
ま
し

た
。

②
安
全
を
第
一
に
考
え
、
依
頼
者
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
事
を
心
掛
け
て
い

る
。

③
一
口
に
十
年
と
い
う
け
れ
ど
も
長
い
様
で

短
い
十
年
だ
っ
た
様
に
思
う
。
先
輩
、
後

輩
に
教
え
ら
れ
、
助
け
ら
れ
て
、
あ
と
、

何
年
仕
事
が
出
来
る
か
解
ら
な
い
が
、
無

事
故
で
セ
ン
タ
ー
発
展
の
一
助
に
な
れ
ば

と
思
う
。山

陽
地
域　
岡

　本

　正

　人

①
定
年
後
数
年
何
も
せ
ず
い
ま
し
た
が
、
何

か
地
域
に
貢
献
出
来
な
い
か
と
、
高
齢
者

で
も
働
け
る
事
を
知
り
入
会
致
し
ま
し
た
。

②
安
全
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
。
草
刈
り
で
は
石

飛
び
防
止
策
と
し
て
防
護
柵
を
確
実
に
設

置
す
る
。

剪
定
で
は
脚
立
の
転
倒
防
止
、
ロ
ー
プ
で

固
定
、
伐
採
で
は
数
人
の
時
、
合
図
・
応

答
を
確
実
に
行
う
。

③
無
災
害
で
こ
れ
た
事
。
ア
ッ
と
言
う
間
の

十
年
で
し
た
。
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

い
た
時
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
仲
間

の
協
力
に
も
感
謝
し
ま
す
。
最
近
は
、
身

体
の
衰
え
を
感
じ
、
引
退
の
時
期
か
も
…
。

山
陽
地
域　
北

　﨑

　順

　二

①
あ
る
日
、
偶
然
友
達
と
会
い
話
を
し
て
い

る
内
に
、
何
だ
か
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て

い
る
の
で
、
何
か
い
い
事
が
あ
っ
た
の
か

と
尋
ね
る
と
、
今
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
、
そ
れ
で

私
も
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
た
。

②
健
康
管
理
、
車
の
安
全
運
転
に
心
掛
け
て

い
る
。仕
事
上
、同
僚
と
会
う
事
は
な
い
が
、

電
話
や
メ
モ
等
で
意
思
の
疎
通
・
情
報
の

共
有
化
を
図
る
様
心
掛
け
て
い
る
。

③
早
い
も
の
で
十
年
経
つ
の
か
！
こ
れ
も
職

員
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
指
導
、
仲
間
の

激
励
が
あ
れ
ば
こ
そ
続
け
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
常
に
向
上
心
を
持
ち

仕
事
に
励
み
た
い
。

山
陽
地
域　
楢

　原

　義

　助

①
退
職
後
、
同
じ
職
場
で
働
い
て
い
た
前
の

リ
ー
ダ
ー
に
勧
め
ら
れ
て
入
会
し
ま
し
た
。

②
事
故
の
な
い
様
に
作
業
を
す
る
事
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
様
に
気
を
付
け
る
。

③
前
の
リ
ー
ダ
ー
が
事
故
で
リ
タ
イ
ヤ
し
た

の
で
、
そ
れ
だ
け
が
残
念
で
す
。

豊
北
地
域　
林

　
　
　岩

　雄

①
豊
北
の
前
役
員
の
勧
め
で
、
職
員
を
退
職

し
た
後
任
の
役
員
に
な
っ
た
時
に
会
員
に

な
り
ま
し
た
。

②
私
は
剪
定
作
業
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

⑴
早
く
⑵
き
れ
い
に
⑶
丁
寧
に
、
そ
し
て

安
全
作
業
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

③
十
年
経
つ
の
は
実
に
早
い
。
何
事
に
も
熱

意
を
も
っ
て
生
き
て
行
こ
う
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

山
陽
地
域　
原

　島

　留

　次

①
知
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
入
会

し
ま
し
た
。

②
ト
ヨ
タ
自
動
車
店
で
洗
車
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
が
、
お
客
様
か
ら
車
が
綺
麗
に

な
っ
て
い
る
。
車
検
・
点
検
は
次
も
ト
ヨ

タ
自
動
車
店
に
出
そ
う
と
思
っ
て
頂
け
る

様
、
気
持
ち
を
込
め
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

③
10
年
間
勤
め
る
事
が
出
来
た
の
は
ト
ヨ
タ

自
動
車
店
の
環
境
が
自
分
に
合
っ
て
い
た

会
員
の
広
場

在
籍
十
五
年
功
労
会
員
表
彰
の

方
々
に
聞
き
ま
し
た
。

① 

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
良
か
っ
た

と
感
じ
る
瞬
間
は

② 

セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
を
続
け
る
力
に
な
っ

て
い
る
も
の
は

③ 

新
し
く
活
動
を
始
め
る
方
へ
、ひ
と
言

題目

在
籍
十
年
功
労
会
員
表
彰
の

方
々
に
聞
き
ま
し
た
。

① 

入
会
動
機
は

② 

セ
ン
タ
ー
の
活
動
で
心
が
け
て
い

る
こ
と
は

③ 

十
年
在
籍
し
て
思
う
こ
と
は

題目

山
陽
地
域　
有

　川

　年

　雄

①
定
年
後
趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
で
知
り
合
っ
た

大
御
所
会
員
か
ら
誘
わ
れ
て
入
会
し
ま
し

た
。

②「
常
に
今
現
在
を
楽
し
く
生
き
る
」こ
れ
は

私
の
人
生
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

③
入
会
当
時「
健
康
の
為
に
少
し
働
い
て
み

よ
う
か
」と
言
う
軽
い
気
持
ち
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
十
年
経
っ
た
今
、
気
付
い
た
ら

自
分
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
歯
車

の
一
つ
と
な
っ
て
る
事
に
満
足
感
を
も
っ

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
県
連
合
会「
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育

成
事
業
」の
一
環
と
し
て
、
五
月
十
八
日

（
月
） 

下
関
市
考
古
博
物
館
に
お
い
て
剪

定
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
　

　
午
前
中
は
、
株
式
会
社 

戸
坂
造
園
土
木

の
代
表
取
締
役
の
戸
坂
様
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
剪
定
作
業
に
関
す
る
安
全
講

習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
田
会
員
を
講
師
に
迎
え
、
草

刈
機
使
用
時
の
安
全
講
習
も
行
い
ま
し

た
。

　
午
後
か
ら
は
実
技
講
習
を
行
い
、
受
講

者
三
十
五
名
が
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

剪
定
講
習
会
の
開
催

剪定講習会（安全講習）の風景草刈講習会（安全講習）の風景

草
刈
講
習
会

　
県
連
合
会「
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育

成
事
業
」の
一
環
と
し
て
、
五
月
二
十
六

日（
火
）、
市
民
ふ
れ
あ
い
農
園
に
お
い
て

草
刈
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
　

　
午
前
中
は
、
外
部
講
師
の
Ｓ
Ｍ
サ
ー
ビ

ス
影
山
様
を
お
招
き
し
、
安
全
就
業
に
関

す
る
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
田
・
山
本
・
住
田
会
員
を
講

師
に
迎
え
、
飛
石
防
止
や
危
険
予
知
に
つ

い
て
の
講
習
も
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
実
技
講
習
を
行
い
、
受
講

者
十
五
名
が
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

放課後児童クラブ
補助員養成講習の風景

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員
養
成
講
習

　
県
連
合
会「
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育

成
事
業
」の
一
環
と
し
て
、
六
月
二
十
三

日（
火
）・
二
十
四
日（
水
）の
二
日
間
、
海

峡
メ
ッ
セ
下
関
八
〇
五
会
議
室
に
お
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員
養
成
講
習
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
目
的
や
制
度
内
容
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
お
け
る
権
利
擁
護
と
そ
の
機
能
・

役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
子
ど
も
の
発
達
理
解
、
児

童
期
の
生
活
と
発
達
、
子
ど
も
の
生
活
と

遊
び
の
理
解
と
支
援
、生
活
面
で
の
対
応
、

さ
ら
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
従
事
者
の
仕

事
内
容
と
職
場
倫
理
に
つ
い
て
受
講
し
ま

し
た
。

林市議会議長への支援要請 前田市長への支援要請

市
長
・
市
議
会
議
長
へ
要
請
活
動

　
六
月
十
八
日（
木
）に
開
催
さ
れ
た
公
益

社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
協
会
の
定
時
総
会
に
お
い
て
、
シ
ル

バ
ー
事
業
へ
の
支
援
を
求
め
る
要
請
決
議

が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
八
月
十
二
日（
水
）、
小

野
理
事
長
、
河
﨑
副
理
事
長
、
長
岡
常
務

理
事
、
生
田
理
事
が
前
田
市
長
と
林
市
議

会
議
長
を
訪
問
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
へ
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。
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豊
北
地
域　
磯

　部

　健

　三

①
仕
事
が
終
り
、
挨
拶
に
行
っ
て
依
頼
者
か

ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、
又
今

後
も
お
願
い
し
ま
す
と
言
わ
れ
た
時
。

②
私
の
今
の
仕
事
は
、
屋
外
で
の
作
業
が
ほ

と
ん
ど
で
、
草
刈
り
、
枝
切
り
を
し
た
後

「
綺
麗
に
な
っ
た
ね
。」「
ス
ッ
キ
リ
し
た

ね
」と
言
わ
れ
る
と
嬉
し
い
。
そ
う
し
た

言
葉
が
力
に
な
っ
て
い
る
。

③
最
初
の
内
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
慣
れ
る

ま
で
分
か
ら
な
い
事
も
あ
る
が
、
そ
の
時
は

先
輩
方
に
聞
き
確
実
に
仕
事
を
こ
な
し
て

い
く
こ
と
を
心
掛
け
プ
ロ
意
識
を
持
つ
事
。

彦
島
地
域　
國

　廣

　英

　一

①
一
、
友
人
・
知
人
が
出
来
た
事

　
二
、
身
体
を
動
か
せ
、
体
力
の
衰
え
を

徐
々
に
で
は
あ
る
が
防
げ
る
事

　
三
、
会
話
が
増
え
、
楽
し
く
す
ご
せ
る
事
。
特

に
友
人
、
お
客
様
と
の
会
話
が
楽
し
い

②
一
、
何
と
云
っ
て
も
お
客
様（
民
家
）の
お

礼
の
言
葉
！

　
二
、
同
伴
友
人
の
協
力
、
手
助
け
！

③
一
、
健
康
管
理
！（
食
事
を
き
ち
ん
と
）

　
二
、
車
の
運
転
管
理（
特
に
ス
ピ
ー
ド
に
）

　
三
、
時
間
厳
守（
集
合
時
間
等
）

　
四
、
工
道
具
の
自
主
管
理

　
五
、
同
僚
と
の
会
話

の
が
一
番
で
す
。
そ
れ
と
洗
車
の
仕
事
が

好
き
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

長
府
地
域　
宮

　﨑

　純

　男

①
私
に
も
出
来
る
仕
事
は
な
い
も
の
か
、
と

探
し
て
い
た
時
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
見
つ
け
て
シ
ル
バ
ー
と
い
う
言
葉

に
魅
か
れ
て
入
会
し
ま
し
た
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
る
の
で
信
頼
を
失
う
事
の
な
い
様
に

誠
心
誠
意
働
い
て
い
ま
す
。

③
仕
事
を
間
違
え
な
い
様
に
日
常
で
は
感

じ
な
い
緊
張
感
が
刺
激
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
体
力
が
続
く
限
り
仕

事
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
仕

事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

山
陰
地
域　
森

　
　
　
　
　博

①
認
知
症
防
止
、
暇
な
時
間
の
有
効
活
用
。

②
他
人
と
揉
め
事
を
起
こ
さ
ず
、
十
分
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
融
和
に
努

め
る
。

③
様
々
な
未
知
の
世
界
の
実
感
、
認
識
。

豊
浦
地
域　
嶋

　田

　
　
　繁

①
職
種
の
違
っ
た
人
と
会
話
が
出
来
、
色
々

教
わ
り
再
研
磨
道
場
の
様
な
所
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

②
就
労
に
対
し
責
任
と
喜
び
と
、
健
康
に
留

意
し
色
々
な
面
に
お
い
て
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
ま
す
。

③
健
康
に
気
を
付
け
、
無
理
を
せ
ず
、
元
気

で
何
で
も
楽
し
ん
で
働
け
る
こ
と
を
心
が

け
て
下
さ
い
。

山
陰
地
域　
村

　中

　
　
　進

①
仕
事
仲
間
や
そ
の
中
で
友
達
も
出
来
た
し
、

色
々
な
話
が
出
来
て
毎
日
を
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。

②
老
人
保
健
施
設
ア
イ
ユ
ウ
の
皆
さ
ん
が
良

く
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

③
沢
山
の
友
人
が
色
々
な
部
署
で
働
い
て
い

る
の
で
、
誰
に
会
っ
て
も
挨
拶
を
し
っ
か

り
す
る
こ
と
で
す
。

山
陽
地
域　
岡

　村

　喜
代
志

①
妻
が
逝
き
、
空
白
感
の
中
で
ふ
と
世
間
に

恩
返
し
が
出
来
な
い
か
と
考
え
た
ら
、
頭

の
中
に
浮
か
ん
で
き
た
の
が「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
ら
何
か
形
を
変
え

て
出
来
る
だ
ろ
う
」と
思
い
入
会
し
ま
し

た
。

②
安
全
を
第
一
に
考
え
、
依
頼
者
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
事
を
心
掛
け
て
い

る
。

③
一
口
に
十
年
と
い
う
け
れ
ど
も
長
い
様
で

短
い
十
年
だ
っ
た
様
に
思
う
。
先
輩
、
後

輩
に
教
え
ら
れ
、
助
け
ら
れ
て
、
あ
と
、

何
年
仕
事
が
出
来
る
か
解
ら
な
い
が
、
無

事
故
で
セ
ン
タ
ー
発
展
の
一
助
に
な
れ
ば

と
思
う
。山

陽
地
域　
岡

　本

　正

　人

①
定
年
後
数
年
何
も
せ
ず
い
ま
し
た
が
、
何

か
地
域
に
貢
献
出
来
な
い
か
と
、
高
齢
者

で
も
働
け
る
事
を
知
り
入
会
致
し
ま
し
た
。

②
安
全
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
。
草
刈
り
で
は
石

飛
び
防
止
策
と
し
て
防
護
柵
を
確
実
に
設

置
す
る
。

剪
定
で
は
脚
立
の
転
倒
防
止
、
ロ
ー
プ
で

固
定
、
伐
採
で
は
数
人
の
時
、
合
図
・
応

答
を
確
実
に
行
う
。

③
無
災
害
で
こ
れ
た
事
。
ア
ッ
と
言
う
間
の

十
年
で
し
た
。
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

い
た
時
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
仲
間

の
協
力
に
も
感
謝
し
ま
す
。
最
近
は
、
身

体
の
衰
え
を
感
じ
、
引
退
の
時
期
か
も
…
。

山
陽
地
域　
北

　﨑

　順

　二

①
あ
る
日
、
偶
然
友
達
と
会
い
話
を
し
て
い

る
内
に
、
何
だ
か
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て

い
る
の
で
、
何
か
い
い
事
が
あ
っ
た
の
か

と
尋
ね
る
と
、
今
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
、
そ
れ
で

私
も
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
た
。

②
健
康
管
理
、
車
の
安
全
運
転
に
心
掛
け
て

い
る
。仕
事
上
、同
僚
と
会
う
事
は
な
い
が
、

電
話
や
メ
モ
等
で
意
思
の
疎
通
・
情
報
の

共
有
化
を
図
る
様
心
掛
け
て
い
る
。

③
早
い
も
の
で
十
年
経
つ
の
か
！
こ
れ
も
職

員
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
指
導
、
仲
間
の

激
励
が
あ
れ
ば
こ
そ
続
け
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
常
に
向
上
心
を
持
ち

仕
事
に
励
み
た
い
。

山
陽
地
域　
楢

　原

　義

　助

①
退
職
後
、
同
じ
職
場
で
働
い
て
い
た
前
の

リ
ー
ダ
ー
に
勧
め
ら
れ
て
入
会
し
ま
し
た
。

②
事
故
の
な
い
様
に
作
業
を
す
る
事
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
様
に
気
を
付
け
る
。

③
前
の
リ
ー
ダ
ー
が
事
故
で
リ
タ
イ
ヤ
し
た

の
で
、
そ
れ
だ
け
が
残
念
で
す
。

豊
北
地
域　
林

　
　
　岩

　雄

①
豊
北
の
前
役
員
の
勧
め
で
、
職
員
を
退
職

し
た
後
任
の
役
員
に
な
っ
た
時
に
会
員
に

な
り
ま
し
た
。

②
私
は
剪
定
作
業
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

⑴
早
く
⑵
き
れ
い
に
⑶
丁
寧
に
、
そ
し
て

安
全
作
業
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

③
十
年
経
つ
の
は
実
に
早
い
。
何
事
に
も
熱

意
を
も
っ
て
生
き
て
行
こ
う
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

山
陽
地
域　
原

　島

　留

　次

①
知
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
入
会

し
ま
し
た
。

②
ト
ヨ
タ
自
動
車
店
で
洗
車
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
が
、
お
客
様
か
ら
車
が
綺
麗
に

な
っ
て
い
る
。
車
検
・
点
検
は
次
も
ト
ヨ

タ
自
動
車
店
に
出
そ
う
と
思
っ
て
頂
け
る

様
、
気
持
ち
を
込
め
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

③
10
年
間
勤
め
る
事
が
出
来
た
の
は
ト
ヨ
タ

自
動
車
店
の
環
境
が
自
分
に
合
っ
て
い
た

会
員
の
広
場

在
籍
十
五
年
功
労
会
員
表
彰
の

方
々
に
聞
き
ま
し
た
。

① 

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
良
か
っ
た

と
感
じ
る
瞬
間
は

② 

セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
を
続
け
る
力
に
な
っ

て
い
る
も
の
は

③ 

新
し
く
活
動
を
始
め
る
方
へ
、ひ
と
言

題目

在
籍
十
年
功
労
会
員
表
彰
の

方
々
に
聞
き
ま
し
た
。

① 

入
会
動
機
は

② 

セ
ン
タ
ー
の
活
動
で
心
が
け
て
い

る
こ
と
は

③ 

十
年
在
籍
し
て
思
う
こ
と
は

題目

山
陽
地
域　
有

　川

　年

　雄

①
定
年
後
趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
で
知
り
合
っ
た

大
御
所
会
員
か
ら
誘
わ
れ
て
入
会
し
ま
し

た
。

②「
常
に
今
現
在
を
楽
し
く
生
き
る
」こ
れ
は

私
の
人
生
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

③
入
会
当
時「
健
康
の
為
に
少
し
働
い
て
み

よ
う
か
」と
言
う
軽
い
気
持
ち
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
十
年
経
っ
た
今
、
気
付
い
た
ら

自
分
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
歯
車

の
一
つ
と
な
っ
て
る
事
に
満
足
感
を
も
っ

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
県
連
合
会「
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育

成
事
業
」の
一
環
と
し
て
、
五
月
十
八
日

（
月
） 

下
関
市
考
古
博
物
館
に
お
い
て
剪

定
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
　

　
午
前
中
は
、
株
式
会
社 

戸
坂
造
園
土
木

の
代
表
取
締
役
の
戸
坂
様
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
剪
定
作
業
に
関
す
る
安
全
講

習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
田
会
員
を
講
師
に
迎
え
、
草

刈
機
使
用
時
の
安
全
講
習
も
行
い
ま
し

た
。

　
午
後
か
ら
は
実
技
講
習
を
行
い
、
受
講

者
三
十
五
名
が
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

剪
定
講
習
会
の
開
催

剪定講習会（安全講習）の風景草刈講習会（安全講習）の風景

草
刈
講
習
会

　
県
連
合
会「
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育

成
事
業
」の
一
環
と
し
て
、
五
月
二
十
六

日（
火
）、
市
民
ふ
れ
あ
い
農
園
に
お
い
て

草
刈
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
　

　
午
前
中
は
、
外
部
講
師
の
Ｓ
Ｍ
サ
ー
ビ

ス
影
山
様
を
お
招
き
し
、
安
全
就
業
に
関

す
る
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
田
・
山
本
・
住
田
会
員
を
講

師
に
迎
え
、
飛
石
防
止
や
危
険
予
知
に
つ

い
て
の
講
習
も
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
実
技
講
習
を
行
い
、
受
講

者
十
五
名
が
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

放課後児童クラブ
補助員養成講習の風景

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員
養
成
講
習

　
県
連
合
会「
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育

成
事
業
」の
一
環
と
し
て
、
六
月
二
十
三

日（
火
）・
二
十
四
日（
水
）の
二
日
間
、
海

峡
メ
ッ
セ
下
関
八
〇
五
会
議
室
に
お
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員
養
成
講
習
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
目
的
や
制
度
内
容
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
お
け
る
権
利
擁
護
と
そ
の
機
能
・

役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
子
ど
も
の
発
達
理
解
、
児

童
期
の
生
活
と
発
達
、
子
ど
も
の
生
活
と

遊
び
の
理
解
と
支
援
、生
活
面
で
の
対
応
、

さ
ら
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
従
事
者
の
仕

事
内
容
と
職
場
倫
理
に
つ
い
て
受
講
し
ま

し
た
。

林市議会議長への支援要請 前田市長への支援要請

市
長
・
市
議
会
議
長
へ
要
請
活
動

　
六
月
十
八
日（
木
）に
開
催
さ
れ
た
公
益

社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
協
会
の
定
時
総
会
に
お
い
て
、
シ
ル

バ
ー
事
業
へ
の
支
援
を
求
め
る
要
請
決
議

が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
八
月
十
二
日（
水
）、
小

野
理
事
長
、
河
﨑
副
理
事
長
、
長
岡
常
務

理
事
、
生
田
理
事
が
前
田
市
長
と
林
市
議

会
議
長
を
訪
問
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
へ
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。
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◆これからの技能研修・講習会の予定◆ （申し込みは、電話にて事務局へ）

区分

剪　　定 30人

実施日時

令和8年11月2日（月）

開催予定場所 対象者 定員 申込期限

正会員及び
60歳以上の
一般市民

草　　刈 考古博物館 20人
令和8年10月26日（月）
※雨天の場合は11月2日（月）

勝山中学校令和8年11月16日（月）

令和8年10月16日（金）

※両講習会とも変更がある場合は、申込者にご連絡いたします。

　
令
和
八
年
度
の
安
全
標
語
優
秀
作
品
が

決
ま
り
、定
時
総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

『
安
全
は  

い
つ
も
あ
な
た
の
　

　
　
　
　
　
心
掛
け
』　

豊
北
地
域　
植

　田

　吉

　継

『
お
互
い
に  

声
か
け
あ
っ
て
　

　
　
　
　
　
　
安
全
確
認
』　

豊
北
地
域　
大

　森

　敏

　子

安
全
標
語
優
秀
作
品

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
個
人
情
報

の
使
用
を
セ
ン
タ
ー
の
会
議
・
行
事
・
講

習
会
・
お
知
ら
せ
・
広
報
紙
の
配
付
な
ど

利
用
目
的
を
限
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
で
は
、
本
人
の
許
可
な
く
会

員
及
び
外
部
に
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

十
三
時
ま
で
で
す
。 

こ
の
時
間
帯
は
、
職

員
が
適
切
に
休
憩
を
取
る
た
め
の
セ
ン

タ
ー
の
定
め
た
休
憩
時
間
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急
の
場
合
を
除
き
、

来
局
お
よ
び
お
電
話
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

円
滑
な

事
務
運
営
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
転
居
や
電
話
番
号
を
変
更
さ
れ
た
場
合

は
、
必
ず
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
が
な
い
と
、
重
要
な
お
知
ら
せ
や

通
知
等
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
円
滑
な
事
務
処
理
の
た
め
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

転
居
・
電
話
番
号
変
更
の
届
け
出
に
つ
い
て

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
関
に
お
い
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

【
開
設
日
程
】毎
月
、
第
三
金
曜
日

開
設
時
間
は
、
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

相
談
窓
口
開
設

　
賠
償
保
険
が
適
用
さ
れ
た
場
合
の
免
責

額（
会
員
負
担
額
）は
、
五
万
円
と
な
り
ま

す
。 

事
故
防
止
の
た
め
、
引
き
続
き
安
全

就
業
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

賠
償
事
故
の
免
責
額（
会
員
負
担
額
）に
つ
い
て

　
事
務
局
の
お
昼
休
み
は 

十
二
時
か
ら

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

　
仕
事
が
完
了
し
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に

就
業
報
告
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

遅
く

と
も 

翌
月
三
日
ま
で
の
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
郵
送
で
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
配
達
に

日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
月
末
ま
で
に
投

函
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

就
業
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
六
月
十
六
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た（
公

社
）山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
定
時
総
会
で
、
田
口
幸
司
さ
ん
が
会

長
表
彰（
セ
ン
タ
ー
事
業
貢
献
役
員
）を
受

賞
し
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
表
彰

　
令
和
八
年
度
の
正
会
員
会
費
が
未
納

の
方
は
、
至
急
お
振
り
込
み
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

な
お
、
豊
北
・
豊
浦
・
豊
田
・

菊
川
の
各
事
務
所
管
内
の
登
録
会
員
の

方
は
、
所
属
事
務
所
に
て
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

　配
分
金
の
振
込
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
振
込
手
数
料

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
ご
利
用
の
会
員
の

方
は
、
西
中
国
信
用
金
庫
へ
の
振
込
先
変

更
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
名
義
の

西
中
国
信
用
金
庫
の
通
帳
を
ご
用
意
の

う
え
、
事
務
局
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
電
話
：
二
六
七

－

五
九
〇
〇
）

　
新
た
に
通
帳
を
作
成
さ
れ
る
場
合
は
、

最
寄
り
の
西
中
国
信
用
金
庫
窓
口
に
て
、 

会
員
証
と
身
分
証
明
書
を
提
示
し
、「
配
分

金
の
振
込
み
の
た
め
通
帳
を
作
り
た
い
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

配
分
金
振
込
日

9月分

10月分

11月分

12月分

1月分

10月23日（金）

11月25日（水）

12月25日（金）

1月25日（月）

2月25日（木）

就業月 振込日
配
分
金
の
支
払
い
は
口
座
振
込
み
で
す
。

（
振
込
先
）

〔
本

　
　
　部
〕
西
中
国
信
用
金
庫

〔
豊
北
・
豊
浦
〕
山
口
県
農
協
・
山
口
銀
行

〔
豊
田
・
菊
川
〕
山
口
県
農
協

正
会
員
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
へ

＊配分金には、消費税が含まれて
　います。

令
和
八
年
度
　新
入
会
員
説
明
会

今後の日程
１０月１４日（水）
１０月２１日（水）
１１月１１日（水）
１１月１８日（水）
１２月  ９日（水）
１２月１６日（水）
１月１３日（水）

今後の日程
10月  8日（水）
10月15日（水）
11月12日（水）
11月19日（水）
12月10日（水）
12月17日（水）
1月14日（水）

　
新
入
会
員
説
明
会
は
、
毎
月
第
二
・
三

の
水
曜
日
午
前
九
時
に
当
セ
ン
タ
ー
本
部

事
務
所
の
二
階
研
修
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
説
明
会
は
、
約
二
時
間
程
度
で
す
）

　
入
会
希
望
の
方
は
、
入
会
申
込
書
等
の

必
要
書
類（
入
会
説
明
会
時
に
配
布
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。

救急講習会の風景

救
急
講
習
会

　
令
和
八
年
度
の
第
一
回
救
急
講
習
会
が

本
年
度
も
下
関
市
中
央
消
防
署
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
六
月
二
十
五
日（
木
）に

開
催
さ
れ
、
会
員
十
五
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

無事故表彰授賞式
　代表者　松田　宝　会員

で
就
業
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
本
年
度
も
引
き
続
き「
安
全

就
業
」に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

豊
北
事
務
所
管
轄
　
剪
定
・
草
刈
班

豊
田
事
務
所
管
轄
　
　
　
　
〃

菊
川
事
務
所
管
轄
　
　
　
　
〃

豊
浦
事
務
所
管
轄
　
　
　
　
〃

本
部
事
務
所
管
轄
　

《
草
刈
・
除
草
》弘
中
班
・
前
田
班
・
松
永
班
・

小
倉
班
・
森
本
班
・
生
水
班
・
峰
岡
班
・

國
廣
班
・
岡
野
班
・
岡
本
班
・
岡
村
班
・

住
田
班
・
林
班
・
森
田
班
・
光
田
班
・
松

田
班

《
剪
定
班
》池
辺
班
・
福
田（
幹
生
）班
・
中

里
班
・
清
水
班
・
安
東
班
・
峰
班
・
後
醍

院
班
・
上
利
班
・
福
田（
睦
紀
）班
・
上
村
班
・

古
澤
班
・
藤
岡
班
・
小
林
班
・
清
水
班
・

道
越
班
・
福
永
班
・
小
田
班
・
野
村
班

※
第
一
回
安
全
対
策
会
議
に
て
代
表
し
て

松
田
班
の
松
田
宝
会
員
を
表
彰
し
ま
し

た
。

安全対策会議の風景

第
一
回
安
全
対
策
会
議
開
催

　
令
和
八
年
度
の
第
一
回
安
全
対
策
会
議

が
六
月
二
十
六
日（
金
）に
海
峡
メ
ッ
セ
下

関
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
よ
り

新
た
に
安
全
管
理
委
員
・
安
全
対
策
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
方
々
も
多

く
、
各
々
の
就
業
現
場
で
の
安
全
対
策
等

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
　題

一
、
令
和
八
年
度
事
故
状
況
報
告

二
、
令
和
八
年
度
安
全
適
正
就
業
推
進
計

画
に
つ
い
て

三
、
無
事
故
表
彰
及
び
令
和
八
年
度
無
事

故
表
彰
制
度
に
つ
い
て

四
、
草
刈
機
に
よ
る
飛
石
事
故
の
軽
減
対

策
に
つ
い
て（
ト
リ
マ
ー
ブ
レ
ー
ド

の
使
用
に
つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
保
険

に
つ
い
て
、
安
全
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
）

そ
の
他

・
意
見
交
換

・
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　
今
年
度
も
安
全
意
識
の
向
上
と
事
故
防

止
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

田口監事表彰状授与の風景

無
事
故
表
彰

　
令
和
七
年
度
に
お
き
ま
し
て
、
剪
定
・

草
刈（
除
草
）班
を
対
象
に
一
年
間
無
事
故

文
芸
欄

文
芸
欄

文
芸
欄

　◆ 

俳

　句 

◆

　
　
　林
　
　
岳
甫

雨
雲
の

　遠
の
く
速
さ

　今
に
知
る

海
辺
静
か

　天
を
仰
げ
ば

　花
火
か
な

　◆ 

川

　柳 

◆

　
　
　林
　
　
岳
甫

男
命
烏
賊 

ギ
ョ
ロ
リ
目
会
い

　喰
気
失
せ

久
し
振
り

　手
握
り
あ
う
に

　名
が
出
な
い

マ
ス
オ

に
ぎ

イ

カ

く
い
け

う

あ
お
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区分

剪　　定 30人

実施日時

令和8年11月2日（月）

開催予定場所 対象者 定員 申込期限

正会員及び
60歳以上の
一般市民

草　　刈 考古博物館 20人
令和8年10月26日（月）
※雨天の場合は11月2日（月）

勝山中学校令和8年11月16日（月）

令和8年10月16日（金）

※両講習会とも変更がある場合は、申込者にご連絡いたします。

　
令
和
八
年
度
の
安
全
標
語
優
秀
作
品
が

決
ま
り
、定
時
総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

『
安
全
は  

い
つ
も
あ
な
た
の
　

　
　
　
　
　
心
掛
け
』　

豊
北
地
域　
植

　田

　吉

　継

『
お
互
い
に  

声
か
け
あ
っ
て
　

　
　
　
　
　
　
安
全
確
認
』　

豊
北
地
域　
大

　森

　敏

　子

安
全
標
語
優
秀
作
品

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
個
人
情
報

の
使
用
を
セ
ン
タ
ー
の
会
議
・
行
事
・
講

習
会
・
お
知
ら
せ
・
広
報
紙
の
配
付
な
ど

利
用
目
的
を
限
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
で
は
、
本
人
の
許
可
な
く
会

員
及
び
外
部
に
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

十
三
時
ま
で
で
す
。 

こ
の
時
間
帯
は
、
職

員
が
適
切
に
休
憩
を
取
る
た
め
の
セ
ン

タ
ー
の
定
め
た
休
憩
時
間
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急
の
場
合
を
除
き
、

来
局
お
よ
び
お
電
話
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

円
滑
な

事
務
運
営
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
転
居
や
電
話
番
号
を
変
更
さ
れ
た
場
合

は
、
必
ず
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
が
な
い
と
、
重
要
な
お
知
ら
せ
や

通
知
等
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
円
滑
な
事
務
処
理
の
た
め
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

転
居
・
電
話
番
号
変
更
の
届
け
出
に
つ
い
て

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
関
に
お
い
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

【
開
設
日
程
】毎
月
、
第
三
金
曜
日

開
設
時
間
は
、
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

相
談
窓
口
開
設

　
賠
償
保
険
が
適
用
さ
れ
た
場
合
の
免
責

額（
会
員
負
担
額
）は
、
五
万
円
と
な
り
ま

す
。 

事
故
防
止
の
た
め
、
引
き
続
き
安
全

就
業
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

賠
償
事
故
の
免
責
額（
会
員
負
担
額
）に
つ
い
て

　
事
務
局
の
お
昼
休
み
は 

十
二
時
か
ら

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

　
仕
事
が
完
了
し
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に

就
業
報
告
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

遅
く

と
も 

翌
月
三
日
ま
で
の
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
郵
送
で
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
配
達
に

日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
月
末
ま
で
に
投

函
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

就
業
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
六
月
十
六
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た（
公

社
）山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
定
時
総
会
で
、
田
口
幸
司
さ
ん
が
会

長
表
彰（
セ
ン
タ
ー
事
業
貢
献
役
員
）を
受

賞
し
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
表
彰

　
令
和
八
年
度
の
正
会
員
会
費
が
未
納

の
方
は
、
至
急
お
振
り
込
み
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

な
お
、
豊
北
・
豊
浦
・
豊
田
・

菊
川
の
各
事
務
所
管
内
の
登
録
会
員
の

方
は
、
所
属
事
務
所
に
て
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

　配
分
金
の
振
込
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
振
込
手
数
料

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
ご
利
用
の
会
員
の

方
は
、
西
中
国
信
用
金
庫
へ
の
振
込
先
変

更
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
名
義
の

西
中
国
信
用
金
庫
の
通
帳
を
ご
用
意
の

う
え
、
事
務
局
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
電
話
：
二
六
七

－

五
九
〇
〇
）

　
新
た
に
通
帳
を
作
成
さ
れ
る
場
合
は
、

最
寄
り
の
西
中
国
信
用
金
庫
窓
口
に
て
、 

会
員
証
と
身
分
証
明
書
を
提
示
し
、「
配
分

金
の
振
込
み
の
た
め
通
帳
を
作
り
た
い
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

配
分
金
振
込
日

9月分

10月分

11月分

12月分

1月分

10月23日（金）

11月25日（水）

12月25日（金）

1月25日（月）

2月25日（木）

就業月 振込日
配
分
金
の
支
払
い
は
口
座
振
込
み
で
す
。

（
振
込
先
）

〔
本

　
　
　部
〕
西
中
国
信
用
金
庫

〔
豊
北
・
豊
浦
〕
山
口
県
農
協
・
山
口
銀
行

〔
豊
田
・
菊
川
〕
山
口
県
農
協

正
会
員
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
へ

＊配分金には、消費税が含まれて
　います。

令
和
八
年
度
　新
入
会
員
説
明
会

今後の日程
１０月１４日（水）
１０月２１日（水）
１１月１１日（水）
１１月１８日（水）
１２月  ９日（水）
１２月１６日（水）
１月１３日（水）

今後の日程
10月  8日（水）
10月15日（水）
11月12日（水）
11月19日（水）
12月10日（水）
12月17日（水）
1月14日（水）

　
新
入
会
員
説
明
会
は
、
毎
月
第
二
・
三

の
水
曜
日
午
前
九
時
に
当
セ
ン
タ
ー
本
部

事
務
所
の
二
階
研
修
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
説
明
会
は
、
約
二
時
間
程
度
で
す
）

　
入
会
希
望
の
方
は
、
入
会
申
込
書
等
の

必
要
書
類（
入
会
説
明
会
時
に
配
布
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。

救急講習会の風景

救
急
講
習
会

　
令
和
八
年
度
の
第
一
回
救
急
講
習
会
が

本
年
度
も
下
関
市
中
央
消
防
署
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
六
月
二
十
五
日（
木
）に

開
催
さ
れ
、
会
員
十
五
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

無事故表彰授賞式
　代表者　松田　宝　会員

で
就
業
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
本
年
度
も
引
き
続
き「
安
全

就
業
」に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

豊
北
事
務
所
管
轄
　
剪
定
・
草
刈
班

豊
田
事
務
所
管
轄
　
　
　
　
〃

菊
川
事
務
所
管
轄
　
　
　
　
〃

豊
浦
事
務
所
管
轄
　
　
　
　
〃

本
部
事
務
所
管
轄
　

《
草
刈
・
除
草
》弘
中
班
・
前
田
班
・
松
永
班
・

小
倉
班
・
森
本
班
・
生
水
班
・
峰
岡
班
・

國
廣
班
・
岡
野
班
・
岡
本
班
・
岡
村
班
・

住
田
班
・
林
班
・
森
田
班
・
光
田
班
・
松

田
班

《
剪
定
班
》池
辺
班
・
福
田（
幹
生
）班
・
中

里
班
・
清
水
班
・
安
東
班
・
峰
班
・
後
醍

院
班
・
上
利
班
・
福
田（
睦
紀
）班
・
上
村
班
・

古
澤
班
・
藤
岡
班
・
小
林
班
・
清
水
班
・

道
越
班
・
福
永
班
・
小
田
班
・
野
村
班

※
第
一
回
安
全
対
策
会
議
に
て
代
表
し
て

松
田
班
の
松
田
宝
会
員
を
表
彰
し
ま
し

た
。

安全対策会議の風景

第
一
回
安
全
対
策
会
議
開
催

　
令
和
八
年
度
の
第
一
回
安
全
対
策
会
議

が
六
月
二
十
六
日（
金
）に
海
峡
メ
ッ
セ
下

関
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
よ
り

新
た
に
安
全
管
理
委
員
・
安
全
対
策
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
方
々
も
多

く
、
各
々
の
就
業
現
場
で
の
安
全
対
策
等

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
　題

一
、
令
和
八
年
度
事
故
状
況
報
告

二
、
令
和
八
年
度
安
全
適
正
就
業
推
進
計

画
に
つ
い
て

三
、
無
事
故
表
彰
及
び
令
和
八
年
度
無
事

故
表
彰
制
度
に
つ
い
て

四
、
草
刈
機
に
よ
る
飛
石
事
故
の
軽
減
対

策
に
つ
い
て（
ト
リ
マ
ー
ブ
レ
ー
ド

の
使
用
に
つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
保
険

に
つ
い
て
、
安
全
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
）

そ
の
他

・
意
見
交
換

・
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　
今
年
度
も
安
全
意
識
の
向
上
と
事
故
防

止
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

田口監事表彰状授与の風景

無
事
故
表
彰

　
令
和
七
年
度
に
お
き
ま
し
て
、
剪
定
・

草
刈（
除
草
）班
を
対
象
に
一
年
間
無
事
故

文
芸
欄

文
芸
欄

文
芸
欄

　◆ 
俳

　句 

◆

　
　
　林
　
　
岳
甫

雨
雲
の

　遠
の
く
速
さ

　今
に
知
る

海
辺
静
か

　天
を
仰
げ
ば

　花
火
か
な

　◆ 

川

　柳 
◆

　
　
　林
　
　
岳
甫

男
命
烏
賊 

ギ
ョ
ロ
リ
目
会
い

　喰
気
失
せ

久
し
振
り

　手
握
り
あ
う
に

　名
が
出
な
い

マ
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関門海峡花火大会関門海峡花火大会

第
158
号

　令
和
8
年
10
月
1
日

　編
集
発
行

　
　
　公
益
社
団
法
人

　下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　　編
集
委
員
会

令和
8年10月号  

2 026

158

〒759-5511
下関市豊北町大字滝部3144-3
TEL.083-782-0834
FAX.083-782-0835

豊北事務所
〒759-6312
下関市豊浦町大字黒井2275-7
TEL.083-775-4680
FAX.083-775-4681

豊浦事務所
〒750-0441
下関市豊田町大字中村43-1
TEL.083-766-1314
FAX.083-242-1316

豊田事務所 菊川事務所
〒750-0313
下関市菊川町大字田部747-7
TEL.083-287-0940
FAX.083-287-0942

公益社団法人 下関市シルバー人材センター
〒750-0066　下関市東大和町2－4－3　TEL.083-267-5900　FAX.083-267-3220

会
員
作
品
展

　
今
年
も
会
員
作
品
展
を
十
月
十
五
日

（
木
）か
ら
二
十
一
日（
水
）ま
で
の
七
日

間
、
長
府
庭
園
・
三
の
蔵
で
開
催
し
ま
す
。

　
作
品
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、
入
園
料

が
別
途
必
要
で
す
。

入
園
料
　

　
大
人
二
百
十
円（
高
校
生
以
上
）

　
子
供
　
　
百
円（
中
学
生
ま
で
）

　
下
関
市
内
及
び
北
九
州
市
内
在
住
で
六

十
五
歳
以
上
の
方
は
百
円
で
す
。

（
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
提
示

下
さ
い
）

入
園
時
間
　
九
時
〜
十
六
時
三
十
分

歩
こ
う
会
の
お
花
見

　
四
月
八
日（
水
）、
日
和
山
公
園
に
お
い

て
歩
こ
う
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
花
見
を

行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
満
開
の
桜
の
も
と
、
春
ら
し
い

陽
気
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
思

い
思
い
に
花
を
眺
め
な
が
ら
、
和
や
か
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
桜

に
囲
ま
れ
た
中
、
会
話
も
弾
み
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
歩
こ
う
会
で
は
新
規
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

同
好
会
だ
よ
り

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
同
士
の
交
流

や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
活
動

と
し
て
、
同
好
会
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

自
で
午
後
四
時
ま
で
に
作
品
の
搬
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

清
掃
奉
仕
活
動
の
お
知
ら
せ

　
山
陽
地
域
第
四
地
区
・
同
好
会
歩
こ
う

会
共
催
で
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
同
好
会
未
加
入
、
他
の
地
域
の
会
員
か

ら
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

実
施
日
　
十
月
二
十
五
日（
日
）

集
合
時
間
　
午
前
九
時
　

集
合
場
所
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
長
府
店
駐
車
場

奉
仕
活
動
の
範
囲

　
　
長
府
才
川
〜
乃
木
浜
総
合
公
園

　
　
乃
木
浜
総
合
公
園
で
解
散

参
加
締
切
　
十
月
十
九
日（
月
）

申
込
先

同
好
会
歩
こ
う
会
　
会
長
　
岡
村
喜
代
志

電
話
　
０
九
０

－

一
一
八
四

－

六
一
四
一

（
同
好
会
・
他
の
地
域
か
ら
の
ご
参
加
は
、

岡
村
会
長
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

山
陽
地
域
第
四
地
区
長
　
　
村
上
　
博
司

電
話
　
二
四
八

－

〇
一
七
一

営
農
部
　農
作
業
体
験
活
動

　
同
好
会
営
農
部
で
は
、
生
野
き
ら
き
ら

地
域
食
堂
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、農
作
業
体
験
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
四
日（
日
）に
は
、
玉
ね
ぎ
及

び
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
協
力
し
な
が
ら
作
業
に
取
り
組

み
、収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
六
月
十
四
日（
日
）に
は
、
さ
つ

ま
い
も
・
里
芋
の
苗
植
え
を
行
う
と
と
も

に
、
ピ
ー
マ
ン
・
ら
っ
き
ょ
う
・
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
収
穫
体
験
も
実
施
し
ま
し
た
。
土

に
触
れ
な
が
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
自
然

の
恵
み
を
感
じ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、

参
加
者
同
士
の
交
流
も
一
層
深
ま
り
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日和山公園にてお花見

昨年の清掃奉仕活動の様子

5月24日玉ねぎ・ジャガイモ収穫体験

展
示
作
品
の
募
集

　
書
、
絵
画（
日
本
画
、
水
墨
画
、
油
絵
）

手
工
芸
、
写
真
、
表
装
、
陶
芸
・
そ
の
他

作
品
の
展
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

　

　
十
月
十
四
日（
水
）

　
申
込
先
は
、
普
及
啓
発
推
進
委
員
長
　

岡
村
喜
代
志（
〇
九
〇

－

一
一
八
四

－

六

一
四
一
）ま
で
、
た
だ
し
同
好
会
の
方
は
、

各
部
会
長
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

　
十
月
十
四
日（
水
）午
前
九
時
三
十
分
ま

で
に
長
府
庭
園
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

作
品
の
搬
出

　
十
月
二
十
二
日（
木
）午
前
九
時
三
十
分

か
ら
作
業
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
必
ず
各

　
今
年
も
会
員
作
品
展
を
十
月
二
日

（
木
）か
ら
八
日（
水
）ま
で
の
七
日
間
、
長

府
庭
園
・
三
の
蔵
で
開
催
し
ま
す
。

　
作
品
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、
入
園
料

が
別
途
必
要
で
す
。

入
園
料
　

　
大
　
人
　
二
百
十
円（
高
校
生
以
上
）

　
子
　
供
　
　
　
百
円（
中
学
生
ま
で
）

　
下
関
市
内
及
び
北
九
州
市
内
在
住
で

六十
五
歳
以
上
の
方
は
百
円
で
す
。

（
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
提
示

下
さ
い
）

入
園
時
間
　
九
時
〜
十
六
時
三
十
分
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